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■一般会計補正予算
歳出では、総務費において、住民
票の写し等のコンビニエンスストアで
の交付手数料を減額し、特に期間限
定で１０円とするキャンペーンを実施
することで、デジタル化の恩恵を市民
皆様が享受できる環境を整え、市民
サービスのさらなる向上を図るもので
ある。

民生費においては、物価高騰の影響
を受けている民間保育所等の経営を支
援するため、光熱費および食材料費の
上昇相当分を補助することにより、安
定した子育て環境の確保を図り、安心
できる子育てを推進するものである。

商工費においては、厳しい経営環境
下においても、新たな事業活動への挑
戦により経営向上を目指す中小企業に
対し奨励金を交付し、市内経済の活性
化を後押しするものである。

教育費においては、高騰する学校給
食の材料費の一部に対して公費負担
を追加することで、子育て世帯を経済
的に支えるとともに、引き続き安心・
安全で栄養バランスの整った給食を
提供するものである。

歳入では、今回の補正予算の財源と
して、国・県支出金などを計上するも
のである。

■決算議案
　令和７年度一般会計、特別会計、
水道事業会計および下水道事業会計
の決算議案を提案する。
　なお、本決算については、監査委
員から貴重な御意見をいただいてお
り、これを尊重していく。

■一般議案
　令和９年１０月のオープンに向けて
整備を進めている（仮称）第２中央生
涯活動センター、愛称「ＣＯＣＯＺＯ
（ココゾ）」の設置および管理に関して
必要な事項を定める「熊谷市立生涯
活動センター条例」などを提案する。

９ 月 定 例 の会

（一部抜粋）市 長 の 提 理案 由

概 要

開
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・会議録署名議員の指名
・会期の決定

・報告事項
・市長の提案理由の説明

・全議案の上程
・議案説明

・全議案に対する質疑～委員会付託

・議会閉会中の調査事項報告

・付託された議案について審査（質疑～討論～採決）

・１９人の議員による一般質問（4ページ参照）

・ 各委員長報告～質疑～討論～採決
・議員提出議案上程～質疑～討論～採決

・追加議案上程～質疑～討論～採決

会期：８月３１日～９月１８日の１９日間

定  例  会
令和8年第 3回

令和８年度一般会計補正予算などの
市長提出議案２５件を可決、
人事案件１件に同意
議員提出議案１件を可決

８月３１日 本会議（開会）

９月 ３ 日 本会議

９月１８日 本会議（閉会）

９月 ４ 日 総務文教常任委員会・環境産業常任委員会
９月 ７ 日 市民福祉常任委員会・都市建設常任委員会

９月１０日・１１日・１４日　本会議

　※決算議案については、閉会中に審査
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令和 8 年 第 3 回定例会 審議結果 

♦市長提出議案（２４件）

♦市長提出議案（２件）

♦議員提出議案（１件）

◎全議員が賛成した議案

◎賛否等が分かれた議案

議案
番号 議案件名 審議結果

議案
第65号 令和 8 年度熊谷市一般会計補正予算（第 2 号） 原案可決

議案
第66号

令和 8 年度熊谷市熊谷都市計画事業土地区画
整理事業特別会計補正予算（第 1 号）

原案可決

議案
第67号 熊谷市税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第68号 熊谷市手数料徴収条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第69号

熊谷市公民館条例及び熊谷市公民館使用条例の
一部を改正する条例

原案可決

議案
第70号

熊谷市立コミュニティ施設条例の一部を改正する
条例

原案可決

議案
第71号 熊谷市立保育所条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第74号

熊谷市消防団員等公務災害補償条例の一部を
改正する条例

原案可決

議案
第75号 熊谷市立児童クラブ条例の一部を改正する条例 原案可決

議案
第76号

熊谷市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

議案
第77号

熊谷市乳児等通園支援事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

議案
第78号

熊谷市立婦人児童館設置及び管理条例を廃止する
条例

原案可決

議案
番号 議案件名 審議結果

議案
第79号 熊谷市市民活動支援センター条例を廃止する条例 原案可決

議案
第80号 熊谷市立生涯活動センター条例 原案可決

議案
第81号 熊谷市マンション管理適正化推進条例 原案可決

議案
第82号

熊谷市立学校屋内運動場空調設備の使用料に
関する条例 原案可決

議案
第83号

工事請負契約の締結についての変更について
（（仮称）第 2 中央生涯活動センター建築工事） 原案可決

議案
第84号

工事請負契約の締結についての変更について
（熊谷市立妻沼図書館改修建築工事） 原案可決

議案
第85号

工事請負契約の締結についての変更について
（熊谷市立熊谷西小学校特別教室棟改修建築工事） 原案可決

議案
第86号

工事請負契約の締結についての変更について
（熊谷市立佐谷田小学校教室棟改修建築工事
（2 期））

原案可決

議案
第87号

財産の処分について
（道の駅「くるん熊谷」整備事業用地） 原案可決

議案
第88号

大里広域市町村圏組合の共同処理する事務の変更
及び大里広域市町村圏組合の規約変更について 原案可決

議案
第89号 市道路線の認定について 原案可決

議案
第90号

人権擁護委員候補者の推薦について
（渡邉雄市氏） 同意

○：賛成　×：反対　欠：欠席　退：退席

議案
番号 議　案　件　名

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
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審議結果 表　　　　　　　決

議案
第72号

熊谷市立老人憩の家条例の一部を
改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 × 〇 〇 〇 〇 ※１ 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×〇 × 〇 〇〇

議案
第73号

熊谷市水道事業給水条例の一部を
改正する条例 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 × 〇 〇 〇 〇 ※１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×〇 × 〇 〇〇

議提議案
第9号

核兵器禁止条約 1 回再検討会議へ
のオブザーバー参加を求める意見書 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 退 〇 〇 退 〇 退 ※１ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 〇 〇〇

※１　議長は採決に加わりません。



市政、 知りたい！ここが
一般質問
（要旨）

　一般質問は、定例会で議員が議案に関係なく市政全般に
わたる市の方針等について質問し説明を求めるものです。
　9月定例会では、１９人の議員により行われました。
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通告順8番　川田　勝巳 議員　 7p
１　クビアカツヤカミキリについて　その２
２　営農型太陽光発電について

通告順 9 番　黒澤　三千夫 議員　 7p
１　熊谷市の防災施策を問う
２　生成ＡＩの活用について
３　見える・分かる・伝わる路面標示について

通告順10番　桜井　くるみ 議員 8p
１　農地の地先管理に補助・対策を
２　荒川公園周辺再整備基本計画（案）を問い直す

通告順11番　山本　絢女 議員 8p
１　熊谷市営本町駐車場の利用状況とバリアフリー

化について
２　乗合型オンデマンド交通の評価と拡大について

通告順12番　大山　美智子 議員 8p
１　暑さ対策の推進を
２　ジェンダーの観点から学校等公共施設のトイレ

への生理用品配置を進めることについて

通告順13番　小林　國章 議員 9p
１　上水道配水管等の漏水対策について

９月１１日

一 般 質 問市政を問う

通告順１番　三浦　和一 議員　 　 5p
１　小・中学校の夏場での室内用運動プログラムの

導入について
２　感震ブレーカーの設置補助について
３　子供たちの防災教育について

通告順2番　腰塚　菜穂子 議員 5p
１　豪雨時の対応検証と内水氾濫への備え
　　－先手かつ住民不安に寄り添う危機管理－

通告順3番　林　幸子 議員　 　　 5p
１　食品ロス削減の取組について
２　障害者に対する自動車燃料費の補助、
　　福祉タクシー利用料金助成事業について

通告順4番　田中　正 議員　　   6p
１　熊谷市高齢社会対策について　その２

通告順5番　江田　大助 議員 　　 6p
１　「医療的ケア児支援法」改正に伴う支援体制
　　構築に向けて
２　障害者における親なきあとの支援について

通告順6番　白根　佳典 議員　  6p
１　聴こえのバリアフリーについて
２　移動の自由を確保するために

通告順7番　池井　光吉 議員　  7p
１　孤独・孤立対策推進法について　その３
　　－孤独・孤立対策の重点計画の改定など－
２　熊谷市の公共交通について

９月１０日

通告順14番　小林　拓朗 議員 　 9p
１　敬老会補助金交付見直しについて
　　－時代に即した事業内容に変えるべきでは－
２　道路愛称の活用について
　　－名付けは「まちおこしの種」になる－ 

通告順15番　小島　正泰 議員　 9p
１　デジタル教科書について
２　ペットとの共生を生かしたまちづくりについて

通告順16番　権田　清志 議員　 10p
１　昼夜間人口の創出のために

通告順17番　臼杵　健 議員　  　10p
１　荒川公園周辺再整備基本計画（案）について

通告順18番　千葉　義浩 議員　 10p
１　公民館再編について

通告順19番　小鮒　賢二 議員　 11p
１　熊谷市庁舎整備基本計画について

９月１４日

交通安全宣言都市・くまがや
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顔写真の下にある「二次元コード」をスマホ等で読み取ると質問動画が見られます一 般 質 問 市政を問う

男女共同参画宣言都市・くまがや

質
問
動
画
が

見
ら
れ
ま
す

豪雨時の対応検証と内水氾濫への備え
－先手かつ住民不安に寄り添う危機管理－

小・中学校の夏場での室内用運動
プログラムの導入について

問　エアコン整備後の小・中学校に
おいて子供たちの夏場の運動不足解
消のために検討していることは何か。
答　年間の授業計画を見直し、冬場
に行っていたマット運動などの器械
運動を夏場に実施するなど単元を入
れ替えたり、エアコンが設置された
体育館においては休み時間に体育館
を開放して児童・生徒が自由に運動できる機会を増
やしたり、屋外で活動するクラブや部活動も体育館
で活動できるよう、ローテーションを組んだりする
ことなどを検討している。
問　小・中学校に「室内用運動プログラム」を導入
することについてどう考えるか。
答　「室内用運動プログラム」は、夏場の限られた
時間、場所でも体を動かす楽しさと喜びが味わえる
遊びの要素があり、運動が苦手な児童・生徒も参加
しやすいので、現在、本市が取り組んでいることと
合わせて、本プログラムも参考にしながら引き続き、
子供たちの夏場の体力向上に努めていきたい。
問 学童保育の場での活用についてはどうか。
答　本年４月から民間事業者へ運営を委託した児童
館と併設の６つの児童クラブにおいて、受託事業者専
属のアドバイザーにより運動や遊び、学習に関するプ
ログラムを実施している。室内で遊びながら、走る、
跳ぶ、蹴るといった要素を取り入れた「運動遊び教室」
やパラスポーツ「ボッチャ」の体験教室など多様なプ
ログラムが提供されており、児童の体力向上と運動不
足の解消につながるものと考えている。今後も民間委
託化を進めることで、より多くの児童クラブにおいて
民間事業者のアイデアやノウハウを活用しながら、充
実した運動プログラムが提供できるよう努めていきた
い。（保育課、学校教育課）

　去る7月17日深夜帯の大雨によ
る河川水位の上昇を受けて、妻沼小
島地区を対象に警戒レベル4の避難
指示が発令された。この時の市の一
連の対応を検証するとともに、併せ
て、内水氾濫への備えも問う。
問　17日深夜豪雨時の情報発信に
ついて評価・検証を伺う。
答　防災行政無線や「メルくま」等で周知は行ったが、
情報が届きづらかった面もあると考えている。今後、
最善の避難行動がとれるよう情報発信の改善を図る。
問　自主避難所について、記録的短時間大雨等の集
中豪雨が予測される場合には、台風接近に限らず、
早めの開設判断が必要と考えるが、市の考えは。
答　自主避難所の運用や全庁的な態勢の整備につい
て見直しを行い、臨機応変に対応したい。
問 市内アンダーパスの通行者に対する、さらなる
注意喚起ができないか。
答　国のガイドライン策定までの間、通行者の多い
市役所通線や宮塚古墳通りについて「冠水注意」の
路面標示設置等、対策の強化を考えている。
問 内水ハザードマップの理解と活用は。また、浸
水履歴区域の情報更新はされているか。
答　道路冠水等の被害情報の報告を受けた履歴区域
を公開している。避難経路の検討等に活用されるも
のと考える。なお、新たな情報についても必要に応
じて更新していく予定。
問 熊谷市地域防災計画等について、記録的短時間
大雨を想定した内容になっているか。
答　想定した内容になっていないため、今後、改定
に合わせ、記録的短時間大雨の想定を含めて内容を
精査し、各地域の地区防災計画においても周知を図
りたい。（危機管理課、維持課、下水道課）

問 まだ食べられるのに廃棄されて
しまう食品について、いわゆる食品
ロスに対する市の見解は。
答 令和６年度の国の食品ロスの量
は461万トンにも及び、およそ３．８兆
円の経済損失を生んでいるほか、焼
却処理による温室効果ガスの排出
等、深刻な問題を引き起こしている。
　本市では、令和６年３月に市の削減目標等を掲げ
た熊谷市食品ロス削減推進計画を策定し、食品ロス
の量の把握、市民や事業者に対する周知、啓発に努
めている。今後建設予定の新ごみ焼却施設について
も、水分量の多い食品ロスが減少することにより、
焼却炉に与える負荷の軽減や燃焼効率および発電効
率も上がり、さらにゼロカーボンシティを掲げる本

市にとっては、温室効果ガスの排出の低減にもつな
がることから、食品ロスの削減に向けた取り組みは
非常に重要であると認識しており、新ごみ焼却施設
の建設に合わせて、新たに廃棄物の減量に関する各
種施策について検討していきたいと考えている。
問 市内事業者への働きかけについて伺いたい。また、
環境省が推奨する「mottECO（モッテコ）」や他市で
実施する持ち帰り容器「ドギーバッグ」の作成配布等、
本市も取り組む必要があると考えるが、市の見解は。
答 現状、食品ロス削減に関して飲食店等事業者との
連携は行っていないが、国が広く推奨している食べ残
しを自己責任の範囲で持ち帰る取り組み「mottECO」
では、地方公共団体による飲食店への導入支援方法が
示されており、普及啓発資材の配布や持ち帰り容器の
提供等が挙げられていることから、持ち帰り容器「ド
ギーバッグ」の作成・配布について、先行事例を参考
に本市の実態に合わせた施策について研究していきた
い。（環境推進課）

三
み

浦
うら

和
かず

一
いち

議員
（公明党）

食品ロス削減の取組について
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一 般 質 問市政を問う

スポーツ熱中宣言都市・くまがや

顔写真の下にある「二次元コード」をスマホ等で読み取ると質問動画が見られます

「医療的ケア児支援法」改正に伴う
支援体制構築に向けて

熊谷市高齢社会対策について
その２

問　高齢者が住み慣れた地域で、自
分らしく安心して暮らし続けられ
る地域づくりを進めていくことが
重要であり、そのためには介護サー
ビスの充実だけでなく、医療、介護、
福祉、地域住民、行政が連携しな
がら、高齢者一人ひとりの生活課
題を支えていく必要がある。その
中で重要な役割を担っているのが地域ケア会議であ
る。地域ケア会議で出された地域課題が、実際に市
の新規事業や予算化につながった事例はあるか。
答　地域ケア会議などで頻繁に把握される課題の一
つである「移動手段の不足」に対する事業の事例と
して、乗合型オンデマンド交通の導入による交通空
白地域の移動支援、民間事業者の移動販売サービス
の提供による買い物支援、要介護高齢者福祉タクシー
利用料金助成事業の実施による経済的支援がある。
問　地域ケア会議を、個別の高齢者を支援するため
の会議にとどめず、「地域の課題を政策に変える入
り口」と位置付ける考えはあるか。
答　地域ケア会議は、地域ごとの課題を現場に近い
位置で把握できる貴重な場であることから、アン
ケート調査とともに政策形成へつながる重要な入り
口の一つと位置付けており、実施した事業の評価を
行える場でもあると考えている。
問 地域ケア会議で把握した地域課題を政策形成に
つなげるための仕組みについて、今後具体的に検討・
構築していく意思があるか、改めて伺う。
答　会議で把握した地域課題は、熊谷市高齢社会対
策基本計画の定期的な見直しの枠組みの中で、政策
形成につなげる仕組みがあるので、この仕組みの中
の重要な入り口として、地域課題の解決に努めてい
きたい。（長寿いきがい課）

　本年7月24日臨時国会において、
「医療的ケア児及びその家族に対す
る支援に関する法律」が、18歳以
上の医療的ケア者、重症心身障害者
も支援の対象として拡大され、「医
療的ケア児等及び重症心身障害者並
びにそれらの家族に対する支援に関
する法律」に改正されて成立し、令
和 9年 4月 1日からの施行となった。本市におい
ては、これまで多くの知見が蓄積されたことも踏ま
え、4月の施行に向けてしっかりと準備をしていく
ことが必要と考え、以下質問する。
問　当事者や御家族の意見、生活実態などを伺える
のが実態調査であるが、改正法における対象者は新
たに51名に広がることからも、改めて実態調査を
実施していくことは大変有効と考えるが、実態調査
実施への見解を伺う。
答　医療的ケアを必要とする方とその家族のニーズ
や生活実態の把握は重要であると認識しているので、
時期は未定だが、熊谷市自立支援協議会医療的ケア
児者・重症心身障害児者支援部会と連携し、実態把握、
ニーズ調査を実施する予定としている。
問　「18歳の壁」解消と家族のケア負担解消の観
点から、日中一時支援事業の利用体制の拡充はでき
ないか伺う。
答　生活介護や放課後等デイサービスなど、通所施
設も対象にしてほしいという要望もあるが、制度の
見直しに当たっては、事業所の受け入れ体制整備の
状況や事業費への影響を把握する必要があることか
ら、近隣自治体の実施状況も踏まえ研究していく。
　来年 4月の施行期日に向けて、関係省庁からの
事務連絡がこれから発信になるかと思うが、支援へ
の整備が着実に進むことを要望する。（障害福祉課）

問　高齢化の進展に伴い、大きな課
題となっているのが、加齢によって
生じる難聴への対策である。耳が聞
こえなくなるということは、単に不
便だという身体的変化にとどまらな
い。周囲とのコミュニケーションが
難しくなることで、会話を避け、家
族や地域から孤立し、ひきこもりや
うつ病のリスクを高めることが指摘されている。さ
らには認知症との深い因果関係も指摘されていると
ころであるが、本市における高齢難聴者数について、
また、こうした社会的リスクをどう捉えているのか。
答　70歳以上の男性で５人に１人、女性で10人に
１人が難聴者と推測されており、本市の人口に当て
はめると約6,740 人と推計される。社会的リスクに

ついては、人とのコミュニケーションがスムーズに
いかなくなることによる社会的孤立や認知機能の低
下を加速させる可能性が指摘されており、高齢者の
生活の質の低下につながるものと認識している。
問　全国の自治体が独自に補聴器の購入助成を次々
に実施しており、埼玉県内でも近隣市が相次いで助
成をスタートしている。県内の他自治体の実施状況
について伺いたい。
答　県内自治体における高齢者を対象とした補聴器
購入費用の助成制度の状況は、本年６月時点で県内
20市が実施している。
問 この聴こえの支援は単なる福祉施策を超え、高
齢者が社会とのつながりを維持し、認知症や要介護
状態への移行を遅らせる未来への投資である。本市
独自の高齢者補聴器購入費助成制度を早急に創設す
べきと考えるが、市の見解は。
答　県内自治体の先行事例や効果等を注視しなが
ら、引き続き調査研究していく。（長寿いきがい課）

聴こえのバリアフリーについて
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一 般 質 問 市政を問う

ヒートアイランド対策推進宣言都市・くまがや

問　ゆうゆうバスの令和７年度の路
線別延べ乗客数を伺いたい。
答　ひまわり号 60,275 人、さくら
号 37,744 人、 ム サ シ ト ミ ヨ 号
28,015 人、 ほ た る号 19,605 人、
グライダー号 18,997 人、くまぴあ
号 18,794 人、グライダーワゴン
10,520 人、直実号 8,757 人である。
問　乗降客数の多い停留所上位 5カ所と、その 1
日当たりの平均乗降客数は。
答　多い順に、熊谷駅南口約 98人、籠原駅南口約
36 人、籠原駅北口約 28 人、熊谷駅東口約 18 人、
籠原南約 10人である。
問 平均乗降客数の少ない停留所の人数は。
答　利用者がいない停留所は数多くあるため、今後の
ルート見直しでは考慮したい。
問 妻沼地区の乗合型オンデマンド交通について、
スタート月と直近の１カ月の利用実績を伺いたい。
答　運行開始の令和８年１月の利用者数は72人、８
月は152人で順調に増加している。
問 現状の利用者の傾向について伺いたい。
答　70代以上の方が全体の７割を占め、そのうち３
割以上が10回以上利用するリピーターで、主な利用
目的は買い物や通院となっている。
問 現状の課題認識と目的の再確認を行いたい。
答　オンデマンド交通の目的については、定期運行バ
スを補完するとともに、利用者の都合に応じた柔軟で
効率的な輸送を行うことであるため、現在の課題とし
ては、運行している妻沼地区内での周知および定着と、
利用者数の増加、費用対効果であると考えている。
　乗合型オンデマンド交通については、今後、市内
全域に広げていただき、公共交通の要の１つとなる
ようにお願いしたい。（企画課）

クビアカツヤカミキリについて　
その２

熊谷市の公共交通について

問 被害状況について伺う。
答　昨年度の防除実施数は、街路樹
では、244 本、公園等では、1,256 本、
小・中学校の校庭では、244 本、企
業および個人宅では、430 本である。
問　直近3年間の伐採および植樹状
況について伺う。
答　街路樹および公園は、伐採が
55 本、173 本、192 本、 植 樹 が 12 本、16 本、
14本、小・中学校校庭では、伐採が 43本、71本、
119 本、植樹が 3本、7本、25本である。
問　本市の取り組みにおける課題について伺う。
答　被害樹木の伐採は、作業面、コスト面での負担
が大きく、薬剤およびネットによる防除は、適切な
施工および継続的な管理が必要である。成虫の捕殺
は、繁殖力が強く、広範囲に飛びながら移動するた
め、防除効果は限定的である。
問 伐採および処分に係る平均的な費用について伺う。
答　樹木の大きさ、高さ、形状、立地条件などによ
り異なるが、1本当たり 67,000 円程度である。
問 伐採や薬剤駆除を実施する業者を紹介すること
は可能か伺う。
答　造園業者など複数お伝えし、直接業者と相談す
るよう助言することは可能である。
　本市では、早くから防除事業に取り組んでいる
が、現在の補助金額は、対象経費の２分の１、上限
額５万円であり、自己負担が大きく、対応が厳しい。
　本市の花であり観光資源でもある桜を守るため
に、国や県の補助金等を活用し、本市防除事業補助
金の補助率と上限額を引き上げるよう強く要望す
る。併せて、植樹に対する補助制度を新設するよう
お願いしたい。
（環境政策課）

問 住宅防災における「防ぐ・知ら
せる・伝える」ための具体的支援策
について、感震ブレーカーおよび防
災ラジオ等住宅用防災機器の現状と
課題を伺う。
答 感震ブレーカーの設置は、熊谷市
住宅リフォーム資金補助金の対象だ
が、単体での設置は対象外であり、工
事が不要なコンセント型や簡易型を含めた単体での助
成が課題である。防災ラジオは、防災行政無線の緊急
放送を聞くことができ、昨年度から貸与を始め、９月1
日時点で152台を貸与している。課題としては、ＦＭク
マガヤが聴取できる範囲での利用となることや、まだ貸
与台数が少ないことである。
問 感震ブレーカー等は、住宅リフォーム制度とは

別に、庁舎横断的な住宅防災対策として、単独補助
制度の導入によって住宅用防災機器の設置を一体的
に促進していく時期と考えるが市の見解を伺う。
答 住宅用防災機器については、あらゆる機会を捉
え周知に努めていくとともに、住宅防災対策として
の補助については、他自治体の動向や事例を調査し、
研究していきたい。
問 防災ラジオは、最終的にどのくらいの普及を考
えているのか。また貸与基準の見直しや、希望者へ
の貸与拡大、有償・無償配布についての見解を伺う。
答 貸与台数について、導入する際の計画台数は、視
覚障害のある方の人数や防災行政無線の難聴世帯、イ
ンターネット等で情報を入手できない世帯の想定数か
ら500台としている。貸与要件や配布方法の見直しに
ついては、防災行政無線の難聴地域対策や高齢者、障
害のある方への迅速かつ確実な緊急情報の伝達を目的
としているため検討はしていない。
（危機管理課）

熊谷市の防災施策を問う
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顔写真の下にある「二次元コード」をスマホ等で読み取ると質問動画が見られます
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　現庁舎は老朽化が進んでおり、市
民や職員の熱中症を心配しなければ
ならないほど暑い時があった。何か工
夫できないかと考え、以下質問する。
問　市庁舎内の温度設定の基準は何
度で、実際の温度はどのくらいか。
答　夏季の温度設定の目安は28度で
あるが、７月中旬は猛暑のため空調設
備を稼働させても28度を下回らないことがあった。
問　エアコンの稼働時間について伺いたい。また、
稼働時間を長くすることは可能か。
答　原則、開庁時間の午前８時 30分から午後５時
15分までの稼働だが、暑さが厳しい時期は午前８時
から、また７月下旬からは休日明けは午前７時15分
から稼働させており、これ以上の時間延長は難しい。

問　扇風機の貸し出しを提案したが、その状況は。
答　扇風機46台のうち希望があった部署に15台を
貸し出しているほか、冷風扇や大型扇風機を適宜貸し
出している。
問　庁舎北側も暑くなるので、未設置の箇所にブラ
インド等を取り付けることは出来ないか。
答　改めて各箇所の状況を確認した上で、必要に応
じブラインドを設置していく。
問　本市でも軽装が呼び掛けられており、さいたま
市のように Tシャツの着用が職員の暑さ対策につ
ながると考えるが、検討できないか。
答　現時点では実施する考えはない。
問 学校体育館へのエアコン設置を早急に行い、短
期間に整備できないか。
答　学校施設は校舎の大規模改造工事や老朽化した
施設等の改修工事を行う必要があり、限りある財源
と実施可能な業務量を考慮し、４カ年計画で段階的
に進めている。（庶務課、職員課、教育総務課）

熊谷市営本町駐車場の利用状況と
バリアフリー化について

荒川公園周辺再整備基本計画（案）を
問い直す

問　2023 年 3 月の当初案はメイ
ン 3面、サブ 1面だったが、協議
会ではメイン 3面、サブ 2面での
提案だった。大規模大会を誘致でき
る体育館になぜこだわるのか。
答　大規模大会の開催は単なるス
ポーツイベントにとどまらず、交流人
口の拡大、地域の活性化、また、市
民にさまざまな種目のハイレベルな大会を観戦いただ
くことでスポーツや競技への関心を高め、実践のきっ
かけとともに健康増進が図られることが期待できる。
問　どの程度の規模の大会を誘致する考えなのか。
答　小学校から高校までの県大会、全国や関東規模
の大会も誘致できると考えている。スポーツ協会加盟
団体からは、年間約50大会程度を誘致したいと伺っ
ている。
問 第１回協議会の内容をワークショップで報告さ
れているが、その際どのような意見があったか。
答　駅に近い立地の有効活用や整備期間の継続利用
のためサブアリーナの必要性を求める意見がある一
方、周囲の住環境や環境への影響、水害への備え、
多額の整備費や維持管理費を危惧する意見があった。
問 建築費は２つの案とも 110億円前後、維持管
理費は年間約１億 7000 万円。現体育館のアリー
ナの規模でとどめるべきではないか。
答　都市拠点に近接する強みを生かし、市民のスポー
ツ・文化活動の支援や交流人口の拡大を図る拠点とし
て、また、災害時には防災機能の役割を担うものとし
て位置付け、検討を進めている。
　交流人口を増やすのではなく、定住人口を増やす
ために、市民が使いやすい体育館、公園の魅力を引
き出す整備、遊びに行きたくなる体育館や公園を望
む。（スポーツタウン推進課）

問　料金改定後の利用状況について。
答　料金改定後、利用台数と回転率
が増加した一方、使用料収入は約
100万円減少した。無料時間の設定
や料金引き下げにより利用者にとって
は利用しやすくなったと考えている。
問　バリアフリーの現状はどうか。
答　車いす利用者駐車場やスロープ、
エレベーター内の手すりや鏡、点字表示が付いた操作
盤、車いす対応トイレなどが設けられている。
問　今後の在り方について伺う。
答　市内外の皆様が利用していくことで、町なかへ
の集客につなげ、にぎわいの創出が図れるよう整備
を進めて安心・快適にご利用いただけるよう努める。
問 車いす使用者駐車区画、優先者駐車区画の増設
をどう進めていくのか。
答　現行のバリアフリー基準に適合した駐車区画への
整備や、埼玉県思いやり駐車場制度の活用などについ
て検討していく。
問 トイレの老朽化と多機能トイレ化について。
答　個別施設計画において、大規模修繕を位置付け、
今年度見直しを進めている。（商業観光課）

問 妻沼地区の利用状況はどの程度か。
答　１日平均10人前後。順調に増加しているものの
当面の目標である１日30人程度には達していない。
問 妻沼地区の実績を他地域へどう生かすか。
答　評価指標を基にこれから検証していく。
問 大里・江南・吉岡地区への拡大について。
答　まずは妻沼地区内におけるサービスの定着と利用
向上を図っていきたいと考える。（企画課）

暑さ対策の推進を

一 般 質 問市政を問う顔写真の下にある「二次元コード」をスマホ等で読み取ると質問動画が見られます
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女議員
（熊谷清風会・維新）
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さくらい

井くるみ議員
（日本共産党）
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す

大
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山
やま

美
み

智
ち

子
こ

議員
（日本共産党）

乗合型オンデマンド交通の評価と
拡大について
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一 般 質 問 市政を問う

問　ペットの飼育状況について伺う。
答　令和7年度末の犬の登録頭数は
9,381頭、猫は登録制度がないが各種
調査で、本市では犬と猫を合わせて2
万頭以上が飼育されていると推計。
問　ペット関連産業の現状と地域経
済への波及効果について。
答　市内には、動物病院が11病院、
ペットショップ、トリミングサロン等98事業者があ
り、ペットに対するサービスを提供している。令和6
年度の国内出荷総額はペットフード、ペット用品合
わせて6,000 億円を超えており、市内経済にも同様
の状況が生じていると思われる。
問 本市の循環バスにおけるペット同伴について。
答　ゆうゆうバスでは、ケージ等に入れたペットは乗

車可能であり、市ホームページ等で周知していく。
問 ペット防災の周知を強化する考えについて。
答　ホームページ等による周知に加え、「狂犬病予
防注射のお知らせ」にもペット防災に関する内容
を追加し、さらなる周知・啓発を図っていく。
問 道の駅「くるん熊谷」をペットツーリズムの拠
点として活用する考えについて。
答　道の駅「くるん熊谷」では、ペット用の足洗い
場や記念撮影スポットを整備する予定であり、近隣
の道の駅にはない規模のドッグランを最大限に生か
し「ペットと暮らしやすいまち熊谷市」を広くアピー
ルできる環境づくりをPFI 事業者に働きかけていく。
問 新市庁舎などの公共施設におけるペットへの配
慮について。
答　来庁する全ての市民等が安心して利用できるよう
に、やむを得ずペットを連れて来庁する場合には、現
在の運用の中でどのような配慮ができるか検討してい
く。（企画課、環境推進課、商業観光課）

敬老会補助金交付見直しについて
－時代に即した事業内容に変えるべきでは－

上水道配水管等の漏水対策について

問　配水管と給水管などの定義と
管理について伺う。
答　市が管理している水道管には
導水管、送水管、配水管があり、配
水管は水道水を供給するため各家
庭などの近くまで配備する管で、個
人が管理する給水管は、配水管から
分岐して各家庭などへ水道水を引
き込むための管である。
問　平成25年度、令和元年度、5年度、7年度の旧
市町ごとの漏水修繕業者数は。また地区割はあるのか。
答　旧熊谷市、旧大里町、旧妻沼町、旧江南町の地
区ごとに、平成 25年度、25者、2者、4者、4者、
令和元年度、17 者、2 者、2 者、3 者、5 年度、
15 者、2者、1者、3者、7年度、14 者、2者、1
者、3者で、漏水修繕はそれぞれ地区ごとの漏水修
繕当番業者が行っている。
問　旧 3町において漏水修繕当番業者がいなくな
る事態が発生した場合、どのような対応を考えてい
るか。
答　漏水の修繕は、熊谷市管工事業協同組合の漏水
修繕当番業者に地区ごとに依頼しているが、旧3町
の当番業者が皆無となった場合は同組合と地区割
の考え方などについて協議していくことになる。
問 個人の財産である給水管の漏水修繕を市が
行っているが、将来も現行のまま行っていくのか。
答　給水管は個人の財産であり、原則として所有者
が修繕すべきものと認識しているが、漏水を放置す
ることにより無駄な水の流出が続くほか、道路陥没
など二次的な被害につながる恐れがあるため、市民
生活への影響を防止する観点から、市が修繕を行っ
ているのが現状であり、今後も同様の対応を継続し
ていく必要があると考えている。（水道課）

問　補助金事業の課題点は。
答　75歳以上の高齢者人口の増加に
よる補助金の増額、主催団体から提出
のあった対象者の確認にかかる事務
負担が増大している点である。主催団
体からは式典開催に係る事務の煩雑
さについて意見が出されている。
問　事業見直しの検討は可能か。
答　昭和の時代から続く本事業は、地域の敬老を支
える重要な役割を担ってきた一方、個人情報の取り
扱いの難しさや、自治会および市の事務負担の増大
など、時代とともに多くの課題が顕在化している。
加えて、受給される高齢者のニーズや受け止め方も
多様化しているため、これまでの仕組みにとらわれ
ず、持続可能な在り方に向けて検討していきたい。
（長寿いきがい課）

問 道路に愛称をつけることでどのような効果が期
待できるか。
答　道路の愛称やネーミングライツは、本市の政策
理念である「新熊谷ブランドの創造」の実現に向け
た、市民の皆様が誇れるまちづくりと地域経済の活
性化につながる有効な手段と考える。道路に愛称を
つける効果は、単なる名称付与にとどまらず、道路
愛護精神の醸成や地域の認知度向上、地域経済の活
性化に寄与する。一方、道路の特性から、場所の分
かりやすさが求められること、愛称として定着する
までに時間を要すること、企業側の広告ニーズと合
致する路線が限られることなど課題もあるので、先
進市の事例等を注視しながら、実施を判断していく。
（管理課）

ペットとの共生を生かした
まちづくりについて
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議員
（令新クラブ・自民）

道路愛称の活用について
－名付けは「まちおこしの種」になる－

顔写真の下にある「二次元コード」をスマホ等で読み取ると質問動画が見られます
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問　公民館再編の最大の目的は何か。
答　公民館再編は、少子高齢化が進
む中、持続可能な公民館の姿を求め、
公民館活動の環境を整えることを目
的としている。これまでの具体的な
取り組みとして、令和７年度に妻沼
地域に限定されていた妻沼中央公民
館の区域を市全域に広げ、他の地域
公民館の区域をより広い７つの区域に再編した。
問　公民館館長・公民館主事から理事長・理事へ肩
書を変更した理由は何か。
答　令和 2年 4月施行の地方公務員法改正により、
館長・主事を特別職として委嘱する形から、有償ボ
ランティアの地域館長・地域主事として委嘱する形
に変更した。しかし、「館長」・「主事」という文言

を含む肩書は、職員であると地域の方に誤解され、
公民館組織の在り方に混乱を招く恐れがあるという
課題が残ったため、地域の任意団体の「理事長」・「理
事」という肩書を使用する形に変更した。
問　市が考える将来の公民館の姿を伺う。
答　生涯活動センターと地域会館の整備が今後順調
に進むと建物としての公民館は減少するが、生涯学
習事業を中核とする公民館活動自体は、生涯活動セ
ンターや地域会館といった新しい施設において、こ
れまでと同様に行っていただくことが可能となる。
問 交通アクセスの問題について今後どのように対
応していく考えか。
答　公民館活動ができる施設まで以前より遠い距離
を自動車で移動せざるを得ない状況も想定し、施設
の駐車場の確保に引き続き努めていく。また、公共
交通部署と連携し、バス停の設置について協議して
いきたい。
（中央公民館）

荒川公園周辺再整備基本計画（案）
について

昼夜間人口の創出のために

問　企業誘致のための取り組みは。
答　新たな産業用地整備は不可欠で
あると考え、ソシオ流通センター駅
周辺土地区画整理事業や (仮称 )樋春
地区産業団地の整備を推進している。
また、産業誘導ゾーンなどでの開発
許可制度を利用した工場・倉庫等の
立地促進に加え、定住促進につなげ
ることが重要との考えから、県下最高水準の熊谷市「企
業の立地及び拡大の支援に関する条例」に基づく奨励
金を活用し企業の立地や事業拡大を支援している。
問　産業用地の取得や造成の現状と課題を伺う。
答　ソシオ流通センター駅周辺地区では、令和６年
度に約 14ヘクタールを市街化区域に編入し、約
11.3 ヘクタールを対象に土地区画整理事業に着手し
た。課題は当該地区での住宅系と産業系の土地利用
の混在解消と産業用地の集約で、現在地権者への説
明会等を実施している。また、樋春地区に県企業局
と共同で計画している産業団地整備事業では、全地
権者の同意や関係機関との協議が整うことが事業化
の条件となっており、現在交渉・調整を図っている。
問　令和４年３月の都市計画マスタープラン策定以降、
産業誘導ゾーンへ立地があった事業所の市税額、雇用
者数、転入者数について、また、それ以前から実施し
ている企業誘致、企業支援による実績を伺う。
答　同ゾーンで新たに操業を開始した事業者２件の合
計は固定資産税額が約1,300万円、雇用者数が約100
人、転入者はいなかった。また、「産業立地促進条例」
を制定した平成18年度から令和７年度までの実績は、
累計で固定資産税額が約90億円、雇用者数が約１万
人、転入者は約200人である。
（企業活動支援課、産業拠点整備推進室、土地区画整
理事務所）

問　新市民体育館の固定席約1,700
席は、どの規模の大会を想定し、どう
計算した数か。参加チームの生徒・保
護者・関係者以外の一般の観客の席は
含まれているか。9月24日の第2回
協議会で計画案を取りまとめる前に、
規模の定量的根拠や、面数の異なる案
などの検討した選択肢を、協議会と市
民に示す考えはあるか。
答　高校生の県大会等で16チームが集まる場合、1チー
ムに生徒、保護者分の100席を割り当てて1,600席、
これに関係者用の100席を加え1,700席とした。一般
の観客は保護者、関係者を含むものとして想定。内部
の検討資料は検討段階のため示さず、第2回協議会で
①案・②案以外の案を示す予定もない。取りまとめ前
の判断材料の公開は予定していない。
問　総事業費は解体費、備品費、移転費等を含めて試
算しているか。第2回協議会で取りまとめる素案に総
額を記載するか。
答　現時点では解体費、備品費、移転費は含まない。
基本計画（案）では解体費、備品費を含めるが、移
転費と浸水対策費は未定。物価上昇を見込んだ試算
は未実施。第 2回協議会では整備費と維持管理費
を示し、総額は意見公募時の基本計画（案）で示す。
問　寄せられた意見について、反映した意見、しなかっ
た意見、その理由を一覧できる対応表を公表するか。
協議会の会議記録の記載基準と、会長・副会長への事
前説明の記録は公表するか。
答　対応の概要を作成・公表する予定だが、時期は
未定。会議記録の記載基準はなく、設ける予定もな
い。概要に記載のない箇所は回答していない事項。
会長・副会長への事前説明の会議録は作成するが、
公表は予定していない。（スポーツタウン推進課）

公民館再編について

一 般 質 問市政を問う顔写真の下にある「二次元コード」をスマホ等で読み取ると質問動画が見られます
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一 般 質 問 市政を問う

　　
　いまだに市民の皆さんから、立体
駐車場への不安や「あれだけ広い現
庁舎敷地があるのになぜ、狭いコミュ
ニティひろばに造るのか」「跡地は何
に使うのか」という質問を頻繁に受
けている。
問　整備予定地の建ぺい率・容積率は。
答　都市計画法上の建ぺい率は80％、
角地緩和を考慮すれば90％、容積率は、北側の敷地
が400％、南側の敷地が600％であるが、敷地を一体
として活用するので、加重平均により計算した。
問 市民アンケート「未来の市役所として望ましい
こと」の回答で「駐車スペースが広いこと」が１位で
あった結果をどう参酌したのか。
答　高齢者や運転に不慣れな方に配慮し、広い区画

を確保した利用しやすい駐車枠の設置を、立体駐車
場の１階部分はもとより２階以上にも検討している。
問 市民の休憩スポット、また、災害時の避難場所
になり得る広場の設置について伺いたい。
答　休憩スポットは、１階エントランスホールや最上
階の一部に設置するように検討している。また、屋外
広場は、建物の外周に可能な範囲で整備し建物内の
ホールと一体利用できるよう想定している。なお、現
市庁舎と同様に、災害時の避難場所としての活用は予
定していない。
問 コミュニティひろばの約2.4倍の面積を持つ現
庁舎跡地の利活用について伺いたい。
答　現時点でも未定である。
問 現時点でも未定とあるが、庁内の検討の経緯は。
答　庁内での検討は行っていない。
問 現市庁舎跡地の利活用は未定とのことだが、民
間企業等への売却等の構想はあるのか。
答　現時点ではない。（北部拠点整備推進室）

熊谷市庁舎整備基本計画について
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議員
（熊谷清風会・維新）

行 政 視 察 報 告

　「八戸ポータルミュージアムはっち」は、新たな交流
と創造の拠点としてのにぎわい創出や、観光と地域文化
の振興を図り、中心市街地と八戸市全体の活性化を目指
して平成23年に開館しました。
　建物のコンセプトとして、「はっち」は八角形の中庭
を中心に、八戸の中心市街地の特徴である路地、横丁の
ような回廊、広場のような空間があり、八戸の魅力を再
発見しながら各所で観覧や活動、ショッピングや飲食、
休憩を楽しめる立体的なまちとして造られています。

　南陽市では、社会貢献や地域課題への一助となるよう、公務員が知識、経験を生かしながら、または、新たな知識を
得ながら、地域の一員として地域活動に励み、住民との協働により地域づくりを行う「地域に飛び出す公務員の活動」
を推進し、農業に不足する労働力を確保するとともに、市職員の農業に対する理解を深め、多様なスキルアップを図る
ため、公務員の副業制度を活用した南陽市職員農業活動制度「のうかつ！」を令和５年度から実施しています。

　「八戸まちなか広場「マチニワ」」は、町なかの「庭」
のような役割を担うことを目的とし、地区全体の魅力向
上、にぎわいの創出、回遊性の向上、周囲への効果の波
及を促す新たな拠点を目指して平成 30年に開館しまし
た。
　建物のコンセプトとして、外観は象徴性を抑えたシン
プルなデザインとし、屋根や外壁には、内部の雰囲気を
感じることで人々が入りやすい空間とするため、また空
の景色や時間の流れ、季節の移ろい等が感じられるよう
にガラスで覆っています。内観は県産材を用いた温かみ
のある空間、光・風・水・緑といった自然を感じられる
空間となっています。
　このように、「八戸ポータルミュージアムはっち」お
よび「八戸まちなか
広場「マチニワ」」は
隣接する八戸ブック
センターなども含み、
回遊性の高い中心市
街地の施設の拠点と
なっています。

７月 27 日、青森県八戸市
「八戸ポータルミュージアムはっち」

７月 28 日、山形県南陽市
「南陽市職員農業活動制度「のうかつ！」」

「八戸まちなか広場「マチニワ」」環境産業常任委員会

はっち内に展示された八戸三社大祭ミニ山車
マチニワ内「水の樹」

顔写真の下にある「二次元コード」をスマホ等で読み取ると質問動画が見られます
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委員会での主な質疑

熊
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

問

条
例
改
正
に
伴
い
、熊
谷
市
の
税
収
に

関
す
る
影
響
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
伺
い

た
い
。

答

条
例
改
正
後
の
影
響
を
想
定
す
る
と
、

減
収
要
因
と
し
て
、
暗
号
資
産
の
取
引
で
生

じ
た
所
得
が
総
合
課
税
か
ら
分
離
課
税
に
な

る
こ
と
で
、
市
民
税
の
税
率
が
現
行
の
６
％

か
ら
３
％
に
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
増

収
要
因
と
し
て
は
、
こ
の
た
び
の
金
融
商
品

取
引
法
の
改
正
で
不
正
取
引
規
制
等
が
整
備

さ
れ
、利
用
者
保
護
が
強
化
さ
れ
る
の
で
、取

引
の
活
発
化
に
よ
る
申
告
件
数
の
増
加
、
ま

た
、
取
引
を
行
う
登
録
業
者
に
は
税
務
署
へ

の
取
引
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
た
め
申
告
漏
れ
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

（
市
民
税
課
）

熊
谷
市
公
民
館
条
例
及
び

熊
谷
市
公
民
館
使
用
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

３
つ
の
公
民
館
の
廃
止
後
、仮
に
上
石

地
区
に
お
い
て
、自
治
会
館
の
よ
う
な
施
設

が
な
い
と
い
っ
た
場
合
に
、地
域
会
館
と
し

て
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
く
、自
治
会
館
の
よ

う
な
位
置
付
け
で
上
石
公
民
館
を
使
用
し

て
も
ら
う
こ
と
は
可
能
な
の
か
伺
い
た
い
。

答

上
石
公
民
館
自
体
が
い
わ
ゆ
る
旧
耐

震
基
準
の
施
設
な
の
で
、
例
え
ば
無
償
譲
渡

を
す
る
に
し
て
も
安
全
性
に
問
題
の
あ
る

建
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
そ
れ
自
体
に

問
題
が
あ
る
の
で
、
詳
細
な
検
討
は
行
っ
て

い
な
い
が
現
状
で
は
そ
の
よ
う
な
方
向
性

は
考
え
て
い
な
い
。

（
中
央
公
民
館
）

熊
谷
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

葬
祭
補
償
の
定
額
部
分
が
１
万
５
０
０
０

円
上
が
る
と
の
こ
と
だ
が
、例
と
し
て
ど
の
程
度

金
額
が
変
わ
る
か
伺
い
た
い
。

答

一
例
と
し
て
、在
職
10
年
未
満
の
班
長
、団

員
に
お
い
て
は
葬
祭
補
償
額
が
61
万
５
０
０
０

円
か
ら
１
万
５
０
０
０
円
増
額
と
な
り
、63
万
円

と
な
る
。

（
消
防
総
務
課
）

熊
谷
市
立
学
校
屋
内
運
動
場
空
調
設
備
の

使
用
料
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

冷
暖
房
効
率
を
上
げ
る
こ
と
で
利
用

者
負
担
も
減
る
と
思
う
が
、断
熱
、遮
熱
の

仕
様
な
ど
は
検
討
し
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。

答

断
熱
改
修
を
す
る
こ
と
が
補
助
金
を

受
け
る
た
め
の
要
件
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

今
年
度
工
事
を
行
う
８
校
に
つ
い
て
は
建

築
年
度
が
比
較
的
新
し
い
こ
と
か
ら
、
費
用

対
効
果
が
最
大
と
な
る
遮
熱
窓
フ
ィ
ル
ム

の
貼
付
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
屋
根
断

熱
が
な
い
学
校
が
１
校
あ
る
が
、
そ
ち
ら
に

つ
い
て
は
防
水
を
含
む
断
熱
材
の
敷
き
込

み
を
行
う
工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

（
教
育
総
務
課
）

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の

変
更
に
つ
い
て

（
熊
谷
市
立
妻
沼
図
書
館
改
修
建
築
工
事
）

問

今
回
は
労
務
単
価
の
改
定
に
よ
る
増

額
と
の
こ
と
だ
が
、今
後
の
さ
ら
な
る
変
更

は
想
定
さ
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

今
回
と
同
様
の
労
務
単
価
の
契
約
変

更
は
予
定
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
他
の
ス
ラ

イ
ド
条
項
へ
の
適
用
条
件
が
生
じ
た
場
合

は
、
そ
の
内
容
を
し
っ
か
り
と
確
認
、
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
営
繕
課
）

令
和
８
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
教
育
費
）
に
つ
い
て

問

物
価
高
対
応
子
育
て
世
帯
学
校
給
食
支

援
事
業
に
つ
い
て
、３
５
１
７
万
７
０
０
０

円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、こ
れ
は
小
・
中

学
校
を
合
わ
せ
た
額
な
の
か
。ま
た
そ
の
場

合
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
な
の
か
、こ
の
内
容
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

小
・
中
学
校
を
合
わ
せ
た
額
に
な
り
、

給
食
等
材
料
費
は
、熊
谷
お
よ
び
江
南
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
食
材
料
費
分
で
、負
担
金
は
、

大
里
お
よ
び
妻
沼
地
区
の
自
校
式
校
の
食
材

料
費
分
と
な
る
。内
訳
は
、給
食
等
材
料
費
に

つ
い
て
は
小
学
校
が
１
８
６
７
万
３
０
０
０

円
、
中
学
校
が
１
１
４
５
万
７
０
０
０
円
、

合
計
３
０
１
３
万
円
で
あ
り
、
負
担
金
に
つ

い
て
は
、小
学
校
が
２
９
４
万
４
０
０
０
円
、

中
学
校
が
２
１
０
万
３
０
０
０
円
、
合
計

５
０
４
万
７
０
０
０
円
で
あ
る
。

（
教
育
総
務
課
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委員長
大山美智子
副委員長
池井　光吉
委員
黒澤三千夫
小鮒　賢二
小島　正泰
沼上　政幸
小林　國章
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市
民
福
祉
常
任
委
員
会

熊
谷
市
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

10
円
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
後
に
コ
ン
ビ

ニ
で
の
住
民
票
の
写
し
の
手
数
料
を
２
０
０

円
か
ら
１
５
０
円
に
変
更
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、他
市
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
手
数
料
の

状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

住
民
票
の
写
し
に
つ
い
て
、
コ
ン
ビ
ニ

交
付
を
実
施
し
て
い
る
県
内
の
自
治
体
は

62
市
町
で
、６
市
町
が
３
０
０
円
、36
市
町
が

２
０
０
円
、14
市
町
が
１
５
０
円
、６
市
町
が

１
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

（
市
民
課
）

熊
谷
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

籠
原
保
育
所
を
閉
園
し
た
と
き
に
、民

間
の
保
育
施
設
で
子
供
た
ち
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

現
在
の
児
童
数
で
あ
れ
ば
、
近
隣
の
民

間
保
育
施
設
で
受
入
れ
が
可
能
で
あ
る
。

（
保
育
課
）

熊
谷
市
立
老
人
憩
の
家
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

荒
川
荘
の
利
用
人
数
や
稼
働
率
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答

令
和
６
年
度
、７
年
度
の
順
に
、１
年
間
の

延
べ
利
用
人
数
は
１
２
０
６
人
、１
１
５
６
人
。

稼
働
率
は
50
％
、46
％
と
な
っ
て
い
る
。

（
長
寿
い
き
が
い
課
）

熊
谷
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

性
犯
罪
歴
の
確
認
方
法
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

答

こ
ど
も
家
庭
庁
が
構
築
し
た
「
こ
ま

も
ろ
う
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
オ
ン
ラ
イ
ン
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
各
事
業
者
が
確
認
す
る

こ
と
と
な
る
。
初
め
に
事
業
者
が
対
象
保
育

士
の
氏
名
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
、

次
に
、
対
象
保
育
士
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
等
を
用
い
て
本
人
確
認
と
と
も
に
戸
籍

情
報
を
登
録
す
る
。
登
録
さ
れ
た
情
報
を
基

に
、
こ
ど
も
家
庭
庁
で
は
法
務
省
へ
性
犯
罪

歴
の
照
会
を
行
い
、
そ
の
結
果
が
こ
ど
も
家

庭
庁
か
ら
各
事
業
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と

で
性
犯
罪
歴
の
確
認
を
す
る
。

（
保
育
課
）

熊
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
を

廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

現
在
の
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の

活
動
の
評
価
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

熊
谷
市
は
、
埼
玉
県
内
で
も
市
民
活

動
が
活
発
な
自
治
体
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て
き

た
役
割
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
本
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
市
民
活
動
団
体

同
士
の
交
流
が
生
ま
れ
、
新
た
に
活
動
を
始

め
た
い
方
へ
の
支
援
の
場
が
提
供
さ
れ
て

き
た
こ
と
が
、
現
在
の
活
発
な
活
動
に
つ
な

が
る
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

（
市
民
活
動
推
進
課
）

熊
谷
市
立
生
涯
活
動
セ
ン
タ
ー
条
例
に
つ
い
て

問

機
能
移
転
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
と
し

て
、市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、

熊
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
に

あ
る
市
民
の
自
主
的
で
公
益
性
の
あ
る
活

動
と
い
う
の
は
、市
民
活
動
の
定
義
と
し

て
、今
後
も
変
わ
り
が
な
い
と
考
え
る
か
伺

い
た
い
。

答

現
在
の
熊
谷
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
条
例
制
定
時
に
は
、
市
民
活
動
と
い
う

言
葉
が
ま
だ
一
般
的
で
は
な
く
、
ま
た
施
設

を
利
用
す
る
団
体
の
条
件
と
し
て
定
義
し

た
一
面
も
あ
る
が
、
今
後
も
市
と
し
て
推

進
、
支
援
し
て
い
く
べ
き
市
民
活
動
の
定
義

は
変
わ
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

（
市
民
活
動
推
進
課
）

令
和
８
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
民
生
費
）
に
つ
い
て

問

特
別
保
育
事
業
に
つ
い
て
、民
間
保
育

所
へ
の
光
熱
費
お
よ
び
食
材
料
費
の
上
昇

分
の
支
援
で
あ
る
が
、補
助
の
基
準
と
対
象

保
育
所
数
、総
額
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答

補
助
の
基
準
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ

て
き
た
支
援
の
方
法
と
同
様
に
、
電
気
、
ガ

ス
、
食
材
料
費
ご
と
の
補
助
単
価
に
各
園
の

子
供
の
数
を
乗
じ
て
算
出
し
、
補
助
単
価
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
６
カ
月
分
で
高
圧
電

力
が
４
８
３
０
円
、
低
圧
電
力
が
１
１
５
０

円
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
が
２
４
０
円
、
都
市
ガ
ス
が

２
１
０
円
、
食
材
料
費
が
８
５
６
０
円
と

な
る
。
ま
た
、
対
象
施
設
は
市
内
の
民
間
保

育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事

業
所
等
の
61
施
設
で
、
補
助
金
の
総
額
は

４
４
５
２
万
８
０
０
０
円
で
あ
る
。

（
保
育
課
）

委員長
臼杵　　健
副委員長
田中　　正
委員
福田　勝美
三浦　和一
桜井くるみ
権田　清志
千葉　義浩
出井　哲司

熊谷市立生涯活動センター

イメージ図
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財
産
の
処
分
に
つ
い
て

（
道
の
駅﹁
く
る
ん
熊
谷
﹂整
備
事
業
用
地
）

問

当
初
か
ら
国
に
売
り
払
う
予
定
で

あ
っ
た
の
か
、事
業
の
進
捗
に
伴
い
売
り
払

う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

答

道
の
駅
の
事
業
計
画
が
立
ち
上
が
っ

た
当
初
は
、国
と
の
一
体
整
備
と
い
う
結
論

が
出
て
い
な
か
っ
た
が
、
国
も
途
中
で
参

画
す
る
こ
と
に
な

り
、
国
が
整
備
す

る
ト
イ
レ
や
駐
車

場
の
部
分
を
国
に

売
却
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

（
道
の
駅
整
備
室
）

令
和
８
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
農
林
水
産
業
費
︑
商
工
費
）
に
つ
い
て

問

経
営
革
新
計
画
策
定
支
援
事
業
に
つ
い

て
、当
初
予
算
で
80
件
分
の
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
た
が
、現
在
9
件
の
交
付
決
定
と
い
う
こ

と
で
、増
額
の
必
要
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

経
営
革
新
計
画
を
策
定
す
る
際
に
熊

谷
商
工
会
議
所
や
く
ま
が
や
市
商
工
会
に

相
談
し
て
策
定
し
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多
い

が
、現
在
の
相
談
状
況
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た

と
こ
ろ
、既
に
80
件
を
超
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、今
回
30
件
分
を
追
加
し
た
。

（
企
業
活
動
支
援
課
）

問

高
温
対
策
等
園
芸
産
地
育
成
緊
急
支

援
事
業
に
つ
い
て
、こ
の
事
業
の
目
的
を

伺
い
た
い
。

答

こ
の
事
業
は
、園
芸
農
家
を
対
象
に
、国

の
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
を
活
用
し
た
県
の
事
業
と
な
っ
て
お

り
、高
温
や
、資
材
お
よ
び
燃
油
価
格
の
高
騰

の
影
響
を
受
け
る
県
内
の
園
芸
産
地
に
対
し

て
、高
温
対
策
の
技
術
導
入
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
導
入
の
た
め
の
費
用
の
一
部
を
支
援
す

る
事
業
と
な
っ
て
い
る
。

問

同
事
業
に
つ
い
て
、こ
の
補
助
金
の

算
定
根
拠
と
補
助
を
受
け
ら
れ
る
要
件
を

伺
い
た
い
。

答

算
定
根
拠
に
つ
い
て
は
、
本
市
か
ら
は

県
に
21
件
の
申
請
を
し
、そ
の
う
ち
17
件
が
採

択
さ
れ
た
た
め
、そ
の
17
件
の
合
計
金
額
が
今

回
の
補
正
金
額
の
１
６
７
２
万
１
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、埼
玉
県
内
に
事
業
所
が
あ

る
、も
し
く
は
住
所
が
あ
る
農
業
者
で
、施
設
園

芸
も
し
く
は
露
地
園
芸
の
農
家
で
あ
る
こ
と
が

補
助
を
受
け
ら
れ
る
要
件
に
な
っ
て
い
る
。

（
農
業
政
策
課
）

熊
谷
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

問

水
道
料
金
の
平
均
約
21.

４
％
の
引
き

上
げ
と
い
う
改
定
率
は
ど
の
よ
う
に
算
出

し
た
の
か
伺
い
た
い
。

答

委
託
料
や
修
繕
料
な
ど
の
物
価
の
高

騰
に
よ
る
値
上
げ
、
県
水
の
値
上
げ
、
老
朽

管
の
修
繕
等
の
増
加
に
よ
る
経
営
の
圧
迫

を
踏
ま
え
、現
役
世
代
と
将
来
世
代
の
負
担

の
配
分
を
考
慮
し
つ
つ
安
定
し
た
経
営
を

目
指
し
た
結
果
算
出
し
た
。

問

今
回
の
改
定
に
よ
り
、今
後
何
年
程

度
安
定
し
た
水
道
事
業
が
可
能
に
な
る
と

見
込
ん
で
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答

令
和
14
年
度
ま
で
に
十
分
な
資
金
を

担
保
し
、未
曽
有
の
災
害
が
生
じ
た
と
き
に

あ
る
程
度
の
期
間
は
自
己
資
金
で
運
用
で

き
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。

（
経
営
課
）

熊
谷
市
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
適
正
化

推
進
条
例
に
つ
い
て

問

マ
ン
シ
ョ
ン
の
管
理
状
況
の
届
出
を

怠
っ
た
場
合
の
罰
則
の
規
定
は
設
け
ら
れ
て

い
な
い
が
、ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
伺

い
た
い
。

答

管
理
組
合
に
対
し
直
接
訪
問
し
て
事

情
聴
取
し
、必
要
な
相
談
先
を
あ
っ
せ
ん
す

る
な
ど
の
働
き
か
け
に
よ
り
提
出
を
促
し
、

そ
れ
で
も
届
出
を
し
な
い
場
合
に
は
、報
告

を
求
め
、助
言
お
よ
び
指
導
を
行
う
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
管
理
組
合

の
運
営
が
著
し
く
不
適
切
な
場
合
に
は
勧

告
を
行
い
、さ
ら
に
正
当
な
理
由
な
く
従
わ

な
い
場
合
に
は
、マ
ン
シ
ョ
ン
の
名
称
や
所

在
地
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
都
市
計
画
課
）

令
和
８
年
度
熊
谷
市
熊
谷
都
市
計
画
事
業

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

に
つ
い
て

問

上
石
第
一
土
地
区
画
整
理
実
施
事
業

に
つ
い
て
、第
２
調
整
池
の
放
流
先
の
変
更

を
す
る
た
め
の
調
査
が
必
要
と
な
っ
た
理

由
は
何
か
伺
い
た
い
。

答

放
流
先
と
し
て
い
た
水
路
下
流
で
近

年
、大
雨
等
に
よ
る
溢
水
が
発
生
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、新
た
な
雨
水
の
流
入
が
困
難
と

な
っ
た
た
め
、新
た
に
放
流
先
を
検
討
す
る

た
め
の
調
査
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

（
土
地
区
画
整
理
事
務
所
）

環
境
産
業
常
任
委
員
会

都
市
建
設
常
任
委
員
会

委員長
小林　拓朗
副委員長
　江田　大助
委員
大久保照夫
須永　宣延
腰塚菜穂子
白根　佳典
田中　純一

委員長
石川　広己
副委員長
林　　幸子
委員
富岡　信吾
山下　一男
新島　一英
川田　勝巳
山本　絢女

「くるん熊谷」イメージ図
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国に意見書を提出しました
核兵器禁止条約第１回再検討会議への
オブザーバー参加を求める意見書

　現在、国際社会では、ロシア連邦によるウクライナ侵攻や中東情勢の悪化を背景に、極めて深刻かつ緊迫した状況が続
いており、核保有国による核威嚇や核兵器使用の懸念が一段と高まっている。
　こうした状況の下、核兵器の開発・保有・使用を全面的に禁止し、被害者支援や環境回復を規定する核兵器禁止条約は、
核兵器の非人道性を国際法上明確に位置付ける重要な枠組みとして、その意義を一層強めている。
　同条約は令和３年１月22 日に発効し、本年で５年を迎える。これまでに締約国会議が３回開催され、核軍縮の具体的
進展、被害者支援、環境回復など、核兵器廃絶に向けた具体的議論が積み重ねられてきた。
　そして令和８年11 月には、発効後初となる核兵器禁止条約第１回再検討会議が開催される予定であり、これまでの取
組を検証し「核なき世界」に向けた国際的議論を前進させる重要な節目となる。
　核兵器の使用は、人道上深刻かつ回復不能な被害をもたらし、国際社会の安全と人類の存続に重大な脅威を与えるも
のである。また、核兵器のない世界の実現は、世代を超えて取り組むべき最重要課題である。
　唯一の戦争被爆国である我が国は、被爆の実相を国際社会と共有し、核兵器の非人道性への理解を広げる歴史的責務
を負っている。
　こうした中、核兵器禁止条約第１回再検討会議へのオブザーバー参加は、我が国が核兵器廃絶に向けた明確な意思を
国際社会に示す重要な一歩となる。オブザーバーとして参加することは、被爆の実相を世界に伝え、核兵器の非人道性を
揺るぎない事実として国際社会に刻み込む行動であり、同時に我が国が平和国家として歩む決意を、より確固たるもの
として示すことにつながる。
　よって、国会及び政府においては、核兵器禁止条約第１回再検討会議にオブザーバーとして参加し、核兵器廃絶に向け
た国際的議論に積極的に関与するよう要請する。

　以上、地方自治法第99 条の規定により意見書を提出する。

　令和８年9月18 日
熊谷市議会　

内閣総理大臣 様、衆議院議長 様、参議院議長 様、外務大臣 様

Pick up

市議会探検隊

　8月 7日に、熊谷市子どもセンター事業の夏休みわくわく探検隊（市議会探検隊）を実施しました。
　今年度は、子ども広報「くまがやキッズ」などから応募した市内小学生 8名が参加しました。参加した子供たちは、
市議会についての説明や議場内の案内を受けた後、議場で模擬投票などを体験しました。
　子供たちからは、「大きな部屋があることを知らず、びっくりした」などの感想が寄せられました。

議場の演壇前で記念撮影

トピックス
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Pick up シェイクアウト訓練・避難訓練

　令和８年８月３１日、９月定例会初日の本会議終了後に、シェイクア
ウト訓練を実施しました。議場内にて地震の発生を想定し、机の下で頭
を守る安全確保行動を行いました。
　その後、避難経路の確認を行いながら避難場所である中央公園に移動
し、以下の訓練を行いました。
・会派所属議員の安否確認　・議会運営委員の参集訓練
・議長から議会運営委員へ事務連絡を発し、情報伝達訓練

　熊谷の空を舞うグライダー。利根川河川
敷の広大な空間を舞台に上昇気流を捉え静
かに大空を滑空します。地上から見る優雅
な姿と、空から望む雄大な景色。自然とス
ポーツが融合した熊谷ならではの魅力です。
　別々に飛び立ったはずのグライダーが偶
然、撮影者の前に現れた瞬間をパチリと写
すことができました。

トピックス

今号の表紙

前
号
に
て
実
施
を
し
て
い

た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答

期
限
を
延
長
し
ま
し
た
。

ご
回
答
い
た
だ
い
た
方

に
、「
１
０
０
ク
マ
ポ
」
を
差

し
上
げ
ま
す
（
１
回
目
に
限

り
ま
す
）。詳
細
は
Q
R
コ
ー

ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

アンケート調査（12/31まで）

朝
晩
の
冷
え
込
み
に
、
秋
の
深
ま
り
を
感
じ
る

頃
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
前
号
で
実
施
し
た
「
市
議
会
だ
よ
り
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に
は
、
多
く
の
皆
様
か
ら
ご

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
編
集
委
員
会
で
は
今
、
い
た

だ
い
た
声
を
基
に
、
読
み
や
す
さ
や
知
り
た
い
情

報
、
届
け
方
等
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

市
議
会
で
は
、
議
会
活
性
化
検
討
会
議
で
も
委

員
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
議
会
報
告
会
、

Ａ
Ｉ
に
よ
る
字
幕
表
示
を
検
討
す
る
等
、
議
会
の

在
り
方
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。
皆
様
の
声

を
聞
き
、
市
政
に
生
か
す
議
会
で
あ
り
続
け
る
た

め
に
、
こ
の
市
議
会
だ
よ
り
も
時
代
に
合
っ
た
形
へ

変
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

皆
様
と
一
緒
に
育
て
る
紙
面
を
目
指
し
ま
す
。
引

き
続
き
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。（

臼
杵

健
）

11月
30 日（月）本会議
　　　・開会
　　　・会期の決定
　　　・諸報告
　　　・市長の提案理由の説明
　　　・議案説明等
12月
  ３日（木）本会議
　　　・議案に対する質疑
　　　・委員会付託等
 ４日（金）・８日（火）委員会
　　　・総務文教常任委員会
　　　・環境産業常任委員会
 ７日（月）・９日（水）委員会
　　　・市民福祉常任委員会
　　　・都市建設常任委員会
10日（木）・11日（金）
14日（月）・15日（火）
　　　・市政に関する一般質問
18日（金）本会議
　　　・各委員長報告
　　　・質疑～討論～採決
　　　・閉会
※　 本会議は傍聴できます。また、ウェブサイ
トでもご視聴いただけます。

※　 委員会の傍聴をご希望の場合は、事前に
議会事務局までお問い合わせください。

※　 開会は原則午前10時です。
※　議事の進行上、休憩が入る場合があります。
※　 日程は変更になる場合があります。詳しくは、

議会事務局にお問い合わせください。

熊谷市議会事務局
☎   048-524-1111（内線 418）
　gikaijimukyoku@city.kumagaya.lg.jp

12月定例会日程

予 定

編

集

後

記

令
和
８
年
11
月
１
日
発
行

第
85
号

編
集
と
発
行

熊

谷

市

議

会

く
ま
が
や
市
議
会
だ
よ
り

本会議

◎
影
山

琢
也

〇
田
中

純
一

福
田

勝
美

桜
井
く
る
み　
　

黒
澤
三
千
夫

林　
　

幸
子

小
林

國
章　
　

川
田

勝
巳

臼
杵　
　

健

小
林

拓
朗　
　

（
◎
委
員
長

〇
副
委
員
長
）

議
会
報
編
集
委
員
会




